
日本 IHE協会では、６月２日（木）に IHE地域連携に関する留意事項等を解説する IHE チュートリアル  

「医療情報標準化の課題 －地域連携システムにおける考慮点－」を第 20回医療情報学会春季学術大会の会

場（島根県松江市）で HELICS協議会と共催で開催いたします。奮ってご参加ください。 

申し込みは、 

https://ihe-j.sakura.ne.jp/event-info/modules/eguide/event.php?eid=41 

よりお願いいたします。 

+++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++ 

IHEチュートリアル「医療情報標準化の課題 －地域連携システムにおける考慮点－」  

第 20回日本医療情報学会春季学術大会 

http://www.med.shimane-u.ac.jp/gakkai/jami2016symp/ 

の会場で日本 IHE協会と HELICS協議会との共催によるチュートリアルを行います。  

 ■開催概要 

日時 ： 2016年 6月 2日(木) 13:00-16:00 (180分・受付開始 12:30)   

会場 ： 第 20 回日本医療情報学会春季学術大会 C会場（3Ｆ・国際会議場） 

アクセス：http://www.kunibikimesse.jp/19.html   

主催 ： 日本 IHE 協会普及推進委員会、HELICS協議会   

参加費 ： 資料代 1,000円 （現地払い、税込）  

 

● 参加する方は、資料部数の関係もありますので、事前参加登録をお願いします 

（現地での参加登録も受け付けますが資料が無い場合がございますのでご了承ください。 

その場合、資料は事後にダウンロードしてください）。 

● 受付後、受理のご連絡をメールにてお送りします。資料代は、原則、現地現金払いとさせていただきます。

振込希望の方は請求書を郵送いたしますので、指定の口座に参加費の振り込みをお願いいたします。 

● 医療情報技師更新ポイント：１ポイント（付与予定）。申請される方は認定証番号がわかるものを持参願

います。  

 

開始時間 13 時 00分 

定員数 400 人 

予約締切時間 2016/5/30 12:00 

 

■プログラム 

＜13:00?13:30＞ 

 １．医療情報標準化の課題 －地域連携システムにおける考慮点－  

             日本 IHE協会普及推進委員会 安藤 裕 

＜13:30?14:20＞ 

 ２．地域医療連携システムの構築事例 

   ２.１ おしどりネットについて 鳥取大 医療情報部 近藤 博史 

   ２.２ はれやかネットについて 岡山大学 医療情報部 合地 明 

＜14:20?14:30＞ 

 休憩 

＜14:30?15:10＞ 

 ３．ベンダーの立場からの地域医療連携システム構築のポイント 

https://ihe-j.sakura.ne.jp/event-info/modules/eguide/event.php?eid=41
http://www.med.shimane-u.ac.jp/gakkai/jami2016symp/
http://www.kunibikimesse.jp/19.html


   ３.１ 地域医療ネットワーク構築のポイント  

           富士通 ヘルスケアシステム事業本部 渡辺 響 

   ３.２ 日本 IBM 

＜15:10～15:30＞ 

 ４．地域医療連携に関する政策について 

     厚生労働省保険局 医療介護連携政策課 保険システム高度化推進室、 

     医政局研究開発振興課 医療技術情報推進室（併） 吉村 健佑 

＜15:30～16:00＞ 

 ５．パネルディスカッション 講演者 

＜参考 URL＞ 

 1) 日本 IHE 協会公式サイト http://www.ihe-j.org/ 

 2) HELICS協議会公式サイト http://www.helics.jp/ 

★プログラム・演者は都合により変更することがあります。あらかじめご了承ください。 

 

http://www.ihe-j.org/
http://www.helics.jp/


 

 

  最新 IHE入門 2016・2017 

病院情報システムを安く、早く、効率的に導入できる IHE 

～地域に広がる医療連携の Keyword～ 

本書籍は、最新の IHE 入門書籍です。詳細な IHE解説（第２・３章）に加えて、

最新の IHE展開状況（第４章）、技術資料（第５章）、各企業製品の IHE

対応状況（第７章）についても記載されています。各種タブレット、スマートフォンに加えて、お

使いのパソコン（Windows・Mac）でも閲覧が可能です。PDF版の発売（会

員割引販売）もおこなっております。 

・価格：3,240円（税込） 

・購入：Amazon Kindle版（2016/2月 発売開始) 

http://www.amazon.co.jp/dp/B01C2O76X0 

・購入：PDF版（2016/4月 発売開始) 

http://www.dlmarket.jp/products/detail/342726 

PDF版につきましては、日本 IHE協会   日本医学放射線学会   日本医療情報学会   日本眼科学会   日本歯科放射

線学会   日本循環器学会   日本病理学会   日本放射線技術学会   日本放射線腫瘍学会の会員の方、および医療

情報技師の方は割引料金（3,240円⇒2,160円（税込））で購入可能です。表題に【電子書籍 PDF版割引購入希望】

とし、本文に団体名、各団体の会員番号、医療情報技師の技師認定証番号と購入者の所属、氏名、メールアドレスを記入して、

下記にメールでお申込下さい。また、ボリュームディスカント(10部以上)も行っていますので、その場合は部数をお知らせください。 

epub@ihe-j.org 

割引での購入方法を連絡させていただきます。 

＜＜まえがき＞＞ 

『医療情報システムは、どうして複雑でありかつ高価なのでしょうか?』病院で医療情報システムに携わっていると、このような疑問を

考えることが多くないでしょうか？ 

同じような医療情報システムであっても、各病院で微妙に違っており、病院の数だけいろいろの医療情報システムが存在しているの

が現状です。 

各病院で別々の医療情報システムを使わざるを得ないのは、各々の病院のワークフロー（業務の流れ）が標準化されていないの

が原因といえます。このような状況では、医療情報システムを納入するメーカーは、それぞれの病院に合わせて医療情報システムや

機器を手直しする必要が生じます。この手直しが莫大なコストや手間のかかる最大の理由です。 

http://www.amazon.co.jp/dp/B01C2O76X0
http://www.amazon.co.jp/dp/B01C2O76X0
http://www.dlmarket.jp/products/detail/342726
http://www.dlmarket.jp/products/detail/342726


 

 

本書は、このような医療情報システムの複雑かつ高コストな現状を踏まえたうえで医療情報システムや情報機器の導入や更新の

ときに是非読んで頂きたい本です。医療情報システムの構築に関心があり、また、医療情報システムを利用している方に、情報シ

ステムの無駄な投資を予防できる解説書です。 

 

＜＜目次抜粋＞＞(詳細は購入サイトをご覧ください) 
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    2.2.1 IHE活動の成果 （TF / IP / Actor / Transaction） 
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       ～    
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       ～ 
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